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くっつくところなど ○ ○ △










































































































































































































































































































































































































































































































































































































　短母音 i でおわる単語はヤとの融合の結果 e: に、a は a: に、u は o: に、それぞれ変
化している。
・ウリ：ウレー ure: あれは・それは ・イキ：イ┘ケー i┘ke: 息は
・オンギ：オンゲー oNge: 扇は ・キ：ケー ke: 木は
・アツァ：アツァー aca: あしたは ・パ！カ：パ！カー p!aka: 墓は
・ウヌピ！トゥ：ウヌピ！トー unup!ito: あの人は ・ムク：ムコー muko: 婿は
・キ！ム：キ！モー k!i!mo: 心は ・ヤマング：ヤマンゴー jamaNgo: いたずらは






























































































































































・イチ？ヒン ici?hiN いつも ・ダ？ハン da?haN どこも･どこでも･どこにも
・タ！？ハン t!a?haN だれも、だれでも ・ヌ？フン nu?huN なにも、なんでも



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































フ！サル。 juq┌ka┘ra ju:hudu ba
┌da
┘
h!usaru.
言えば言うほど怒る。
・ミ
┌
ルッカ
┘
ラ　ミ
┌
ル　フ
┘
ドゥ　カ！ナサーダル。mi┌ruqka┘ra mi
┌ru hu
┘
du k!anasa:
Hosei University Repository
－ 63 －
daru.　見れば見るほどかわいい。
・ア
┌
ハスッカ
┘
ラ　ア
┌
ハス　フドゥ
┘
　ジョートー。a┌hasuqka┘ra a
┌hasu hudu
┘
 zjo:
to:.　赤ければ赤いほどいい｡（色の出来で）
・ナ
┌
ハッカ
┘
ラ　ナ
┌
ハ
┘
ヌ　フドゥ
┌
ドゥ
┘
　ジョートー。na┌haqka┘ra na
┌ha
┘
nu hudu
┌du
┘
 zjo:to:.　長ければ長いほどいい｡（使う材料の長さが）
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